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第１号

長野県議会

会派だより

　
5
月
16
日
、
会
派
で
栄
村

の
被
災
状
況
の
視
察
に
行
き

ま
し
た
。地
震
発
生
か
ら
２

ヶ
月
が
経
過
し
て
今
な
お

生
々
し

い
爪
痕

が
残
る

道
路
や

橋
、
倒

壊
し
た

家
屋
や

残
っ
て

も
警
告

の
赤
札

が
貼
ら

れ
た
建

物
の
状

況
、
農

地
の
ひ

び
割
れ

や
陥
没
、

傾
斜
等

の
被
災

状
況
、

そ
し
て

５
月
中

旬
か
ら
入
居
が
始
ま
っ
た
仮

設
住
宅
の
建
設
現
場
な
ど
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。忙
し

い
中
時
間
を
と
っ
て
く
だ
さ

っ
た
島
田
村
長
は
じ
め
村
役

場
の
方
々
や
北
信
建
設
事
務

所
の
職
員
さ
ん
た
ち
か
ら
説

明
を
い
た
だ
き
、
現
場
の
要

望
等
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

栄
村
の
被
災
地
を
視
察

吉
川 

彰
一

甕

　 裕
一

小
島 

康
晴

竹
内 

久
幸

倉
田 

竜
彦

寺
島 

義
幸

野
澤 

徹
司

下
沢
順
一
郎

石
和 

　大

荒
井 

武
志

中
川 

博
司

堀
場 

秀
孝

依
田 

明
善

山
岸 

喜
昭

続
木 

幹
夫

会派15人でスタート！ 小

　島

　議

　員

•
新
し
い
長
野
県
づ
く
り
と

中
期
総
合
計
画
に
つい
て

•
投
票
率
の
向
上
と
県
民
の

県
政
への
参
加
に
つい
て

下

　沢

　議

　員 

•
上
高
地
で
の
土
石
流
被
害

に
つい
て

•
震
災
後
の
経
済
問
題
に
つ

い
て
•
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つい
て

•
今
年
の
夏
の
電
力
供
給
不

足
への
対
応
状
況
に
つい
て

•「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
信
州
ネ

ッ
ト
」に
つい
て

•
震
災
の
影
響
に
よ
る
雇
用

問
題
に
つい
て

•
災
害
拠
点
病
院
の
災
害
対

策
に
つい
て

•
牛
伏
寺
断
層
の
地
震
発
生

確
率
に
つい
て

•
中
南
信
の
交
通
政
策
に
つ

い
て

山

　岸

　議

　員　 

•
信
州
の
観
光
戦
略
に
つい
て

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
に
つい
て

甕

　　　議

　員

•
震
災
被
災
者
の
県
職
員
雇

用
に
つい
て

•
雇
用
問
題
に
つい
て

•
パ
ー
ソ
ナ
ル・サ
ポ
ー
ト・モ

デ
ル
事
業
に
つい
て

荒

　井

　議

　員

•
地
域
防
災
計
画
に
つい
て

•
中
小
企
業
振
興
条
例（
仮

称
）の
制
定
に
つい
て

中

　川

　議

　員

•
福
島
原
発
事
故
を
ふ
ま
え

た
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

取
組
に
つい
て

•
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つい
て

•
災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
に
つい
て

•
地
域
自
主
防
災
組
織
の
確

立
に
つい
て

•
復
旧
復
興
の
現
状
と
人
員

配
置
に
つい
て

依

　田

　議

　員

•
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
プ
ロ
ジェク
ト

に
つい
て

•
森
林
整
備
に
つい
て

•
外
国
資
本
等
か
ら
水
源
地

を
守
る
施
策
に
つい
て

•
南
佐
久
郡
の
地
域
医
療
に

つい
て石

　和

　議

　員 

•
子
ど
も
を
と
り
ま

く
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
に
つい
て

•
医
療
再
生
に
つい
て

吉

　川

　議

　員

•
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
活

用
に
つい
て

•
中
京
圏
を
対
象
と

し
た
観
光
振
興
に

つい
て

•
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
に
つい
て

続

　木

　議

　員 

•
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
に
よ

る
放
射
能
汚
染
か

ら
子
ど
も
を
守
る

受
入
れ
体
制
に
つ

い
て
•
長
野
県
の
外
郭
団

体
整
理
統
合
に
つ

い
て

　
6
月
8
日
、
会
派『
改
革
・

新
風
』で
は
、5
月
の
栄
村
へ

の
視
察
結
果
等
を
踏
ま
え
、

「
当
面
す
る
課
題
に
関
す
る

提
言
の
申
し
入
れ
」と
し
て
、

以
下
の
7
項
目
を
中
心
と
し

て
阿
部
知
事
へ
の
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。（
1
）震
災

に
よ
る
県

内
経
済
・

雇
用
へ
の

影
響
を
継

続
的
に
実

態
調
査
し
、

引
き
続
き

切
れ
目
の

な
い
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

（
2
）災
害
復
興
を
全
力
で
進

め
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
な
ど
早
急
に

取
り
組
み
、
心
配
さ
れ
る
東

海
地
震
や
内
陸
型
直
下
地
震

へ
の
備
え
を
行
う
こ
と
。

（
3
）安
心
子
ど
も
基
金
な
ど

本
県
に
と
っ
て
使
い
勝
手
の

よ
く
な
い
基
金
を
改
善
し
、

震
災
か
ら
の
復
興
や
当
面
の

経
済
・
雇
用
対
策
に
弾
力
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
る
こ
と
。

（
4
）「
雇
用
基
金
」を
活
用
し
、

本
県
に
避
難
さ
れ
て
い
る
被

災
者
の
方
々
を
県
の
嘱
託
職

員
と
し
て
採
用
す
る
制
度
を

創
設
す
る
な
ど
、
生
活
の
安

定
を
図
る
こ
と
。

（
5
）海
外
へ
輸
出
す
る
農
林

水
産
物
・
食
品
の
放
射
能
検

査
を
行
う
た
め
の
機
器
を
導

入
し
、
県
内
で
の
検
査
体
制

を
確
立
す
る
こ
と
。

（
6
）県
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
復
興
支
援
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
簡
素
で
効
果
的
な
プ

ロ
ジェク
ト
を
編
成
す
る
こ
と
。

（
7
）県
が
関
わ
る
建
築
物
に

つ
い
て
、「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」を
踏
ま
え
、

県
産
材
の
活
用
を
進
め
る
よ

う
格
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
栄
村
の
村
営
住
宅
建

設
に
あ
た
り
、
県
産
材
活
用

が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
。

　
知
事
か
ら
は
前
向
き
な
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。特

に
失
業
者
向
け
の
緊
急
雇
用

創
出
基
金
を
活
用
し
て
被
災

者
の
方
々
の
雇
用
を
積
極
的

に
進
め
る
姿
勢
が
窺
え
ま
し

た
。

　
改
選
後
初
の
議
会
で
あ

る
5
月
臨
時
会
が
5
月
9

〜
12
日
に
開
か
れ
、議
長
・

副
議
長
の
選
挙
、
議
会
運

営
委
員
会
及
び
各
常
任
委

員
会
の
委
員
と
正
副
委
員

長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し

た
。な
お
、東
日
本
大
震
災

及
び
県
北
部
の
地
震
災
害

等
に
関
す
る
議
案
が
緊
急

を
要
す
る
と
し
て
提
出
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
5
月
臨
時
会
で
、
我
が
会

派『
改
革
・
新
風
』の
竹
内
幹

事
長
の
副
議
長
就
任
が
全
員

賛
成
で
決
ま
り
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
の
所
信
表
明
会

で
竹
内
幹
事
長
は
、
こ
れ
ま

で
長
野
県
議
会
が
進
め
て
き

た
議
会
改
革
に
向
け
て
の

様
々
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

議
会
改
革
度
で
全
国
上
位
に

評
価
さ
れ
て
い
る
点
を
強
調

す
る
一
方
で
、
今
回
の
県
議

選
で
の
低
投
票
率
な
ど
県
民

に
と
っ
て
県
議
会
が
遠
い
存

在
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
更

な
る「
議
会
改
革
」を
推
進
し
、

県
民
に
身
近
で
信
頼
さ
れ
る

県
議
会
と
い
う
各
議
員
の
共

通
目
標
の
達
成
に
向
か
っ
て

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
務
め

る
旨
の
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

　
6
月
15
日
、長
野
県
の
東
京

事
務
所
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。県
内
へ
の
企
業
誘
致
の
現

状
や
首
都
圏
で
の
県
産
品
の

販
売
状
況
、昨
年
度
東
銀
座
に

オ
ー
プ
ン
し
た
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、出
席
し
た
議
員
と
職

員
の
間
で
活
発
な
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６月
定例会

新
人
6
名
を
含
む
10
名
が
一
般
質
問

東
京
事
務
所
現
地
調
査

1
4
7
億
4
0
0
0
万
円
余

　
　
　補
正
予
算
な
ど
を
可
決

1
4
7
億
4
0
0
0
万
円
余

　
　
　補
正
予
算
な
ど
を
可
決

竹
内
幹
事
長
、副
議
長
就
任

竹
内
幹
事
長
、副
議
長
就
任

阿
部
知
事
に
要
望
活
動

阿
部
知
事
に
要
望
活
動

５
月
臨
時
会

常任委員会 （◎委員長　◯副委員長）

（
政
策
審
議
副
会
長
）

（
政
務
調
査
副
会
長
）

（
政
策
審
議
副
会
長
）

（
政
務
調
査
副
会
長
）

（
政
策
審
議
副
会
長
）

（
政
務
調
査
副
会
長
）

（
広
報
企
画
副
委
員
長
）

（
財
務
委
員
長
）

（
広
報
企
画
委
員
長
）

（
政
策
審
議
会
長
）

（
幹
事
長
）

（
代
表
）

（
副
代
表
）

（
幹
事
長
代
理
）

　（政
務
調
査
会
長
）

　六
月
定
例
県
議
会
は
、
6
月
23
日
開
会
し
、
7
月
8
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
年
比
5
倍
以
上
の
1
4
7
億
4
1
、2
1
2
、0
0
0
円
の
一
般
会

計
補
正
予
算
案
等
の
知
事
提
出
議
案
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
案

等
議
員
提
出
議
案
な
ど
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

総務企画警察

健康福祉

環境商工観光

農政林務

危機管理建設

文教企業

議会運営

　倉田竜彦　寺島義幸　○甕　裕一

○吉川彰一　続木幹夫 

◎小島康晴　山岸喜昭　依田明善

　荒井武志　中川博司 

◎野澤徹司　堀場秀孝 

　下沢順一郎　石和　大 

　倉田竜彦　〇下沢順一郎　吉川彰一

（

　）内
は
会
派
役
職
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計
画
の
初
年
度
は
２
５

【
小
島
議
員
】昨
年
11
月
議
会

で
は
、
知
事
は
あ
く
ま
で

「
１
年
前
倒
し
し
た
い
」
と

い
う
考
え
で
あ
っ
た
が
、
新

た
な
総
合
計
画
の
初
年
度
は

平
成
25
年
度
と
理
解
し
て
よ

い
か
？

【
阿
部
知
事
】大
震
災
や
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
の
計
画
決
定

な
ど
を
踏
ま
え
、
十
分
な
プ

ロ
セ
ス
を
踏
む
た
め
、
平
成

25
年
度
を
初
年
度
と
す
る
計

画
を
平
成
24
年
度
中
に
策
定

し
た
い
。

　
目
指
す
べ
き
方
向
性

【
小
島
議
員
】飯
田
市
は
故
田

中
秀
典
前
市
長
の
も
と
で
策

定
し
た
基
本
構
想
で
、
目
指

す
べ
き
都
市
像
を
「
環
境
文

化
都
市
」
と
し
た
。
こ
の
度

の
事
態
を
見
て
い
る
と
、
ま

さ
に
時
宜
を
得
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
知
事
の
目
指
す
新

し
い
「
長
野
県
づ
く
り
」
の

方
向
性
は
？

【
阿
部
知
事
】長
野
県
の
持
っ

て
い
る
地
域
の
絆
や
自
然
環

境
、
伝
統
文
化
、
培
っ
て
き

た
技
術
な
ど
を
活
か
し
、
豊

か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
長

野
県
を
目
指
し
た
い
。

　　
県
民
参
加
の
計
画
づ
く

【
小
島
議
員
】計
画
づ
く
り
に

つ
い
て
、
県
民
参
加
の
方
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
？

【
阿
部
知
事
】す
で
に
千
件
を

超
え
る
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
様
々
な
場
面
に
私

や
審
議
会
委
員
な
ど
が
出
向

き
、
県
民
と
の
対
話
を
重
視

し
て
、
多
く
の
県
民
と
創
る

計
画
に
し
た
い
。

【
小
島
議
員
】計
画
策
定
後
の

県
民
参
加
も
大
切
で
は
な
い

か
？
（
再
質
問
）

【
阿
部
知
事
】計
画
策
定
後
の

進
捗
状
況
の
報
告
な
ど
県
民

参
加
の
方
策
を
、
計
画
策
定

の
中
で
あ
わ
せ
て
議
論
を
深

め
た
い
。

　
投
票
率
の
向
上
と
県
民
　

　【小
島
議
員
】今
回
の
県
議
選

に
お
い
て
、
投
票
率
向
上
の

た
め
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
だ
の
か
？

【
選
管
委
員
長
】各
種
広
報
媒

体
を
活
用
し
て
、
投
票
日
の

周
知
や
投
票
参
加
の
呼
び
か

け
を
行
っ
た
。
投
票
日
当
日

も
、
投
票
率
が
伸
び
て
い
な

い
地
域
で
重
点
的
に
呼
び
か

け
た
。

【
小
島
議
員
】今
回
の
投
票
率

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
？

【
選
管
委
員
長
】全
国
平
均
は

上
回
っ
て
い
る
が
、
過
去
最

低
と
な
り
大
変
残
念
な
結
果

と
受
け
止
め
て
い
る
。
震
災

に
よ
る
自
粛
ム
ー
ド
の
影
響

も
あ
ろ
う
が
、
都
市
部
や
若

年
層
の
低
下
が
進
ん
で
い
る

と
考
え
る
。

【
小
島
議
員
】知
事
選
挙
も
含

め
低
い
投
票
率
は
、
県
民
の

県
政
へ
の
参
加
意
識
の
低
下

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

【
阿
部
知
事
】多
く
の
県
民
と

の
直
接
対
話
に
努
め
て
い
る

が
、
さ
ら
に
情
報
発
信
力
を

高
め
、
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
痛
感
し
て
い

る
。
い
っ
そ
う
の
県
民
参
加

の
県
政
運
営
に
努
め
た
い
。

＊
こ
の
答
弁
に
よ
り
、

正
式
に
新
た
な
計
画
の

開
始
年
度
が
明
確
に
な

り
ま
し
た
。
事
務
方
も

目
標
が
は
っ
き
り
し
、

計
画
づ
く
り
に
専
心
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

議
会
と
し
て
も
、
私
と

し
て
も
、
よ
り
よ
い
計

画
づ
く
り
の
た
め
、
県

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　県
政
報
告
第
17
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
運
良
く
一
番
く
じ
が
当
た
り
、

改
選
後
最
初
の
一
般
質
問
は
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
登
壇
し
ま
し
た
。
昨
年

11
月
議
会
で
「
平
行
線
」
と
な
っ
て
い
た
中
期
総
合
計
画
の
開
始
年
度
に

つ
い
て
な
ど
、
知
事
の
姿
勢
を
質
し
ま
し
た
。
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問

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
今
期
最
初
の
一
般
質
問
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計
画
の
初
年
度
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２５
年
度 新

た
な
総
合
計
画
の
開
始
年
度
を
明
ら
か
に

新
た
な
総
合
計
画
の
開
始
年
度
を
明
ら
か
に

委
員
長
と
し
て
委
員
会
を
進
行

責
任
増
す
２
期
目
の
任
務

新
し
い
長
野
県
づ
く
り
と
中
期
総
合
計
画

〜
環
境
商
工
観
光
委
員
会
〜

〜
環
境
商
工
観
光
委
員
会
〜

　
今
年
度
は
環
境
商

工
観
光
委
員
長
を
担

当
し
ま
す
。
こ
の
議

会
で
初
め
て
本
格
的

に
委
員
会
審
議
を
進

行
し
ま
し
た
。

　
環
境
部
関
係
で
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
議
論
が
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
千
曲
川

流
域
下
水
道
で
放
射

性
物
質
が
検
出

さ
れ
た
焼
却
灰

等
の
保
管
管
理

な
ど
の
経
費
に

つ
い
て
、
損
害

賠
償
の
請
求
を

行
う
よ
う
求
め

　
２
期
目
と
な
り
、
会
派
の

政
策
審
議
会
長
や
飯
伊
県
議

団
の
幹
事
長
、
い
く
つ
か
の

議
員
連
盟
の
副
会
長
や
事
務

局
長
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
務

め
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
な

が
ら
、
「
県
民
の
生
活
が
第

一
」
の
県
政
に
つ
な
が
る
よ

う
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
一
面
に
も
あ
る
と
お
り
、

被
災
か
ら
２
か
月
後
の
栄
村

の
被
災
状
況
を
調
査
し
ま
し

た
。
似
た
よ
う
な
地
形
の
中

山
間
地
域
を
か
か
え
る
当
圏

域
に
と
っ
て
、
他
人
事
と
は

思
え
ま
せ
ん
。
防
災
対
策
の

見
直
し
な
ど
早
急
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
し
た
。

  

商
工
労
働
部
関
係
で
は
、

震
災
後
の
経
済
対
策
に
つ

い
て
議
論
が
さ
れ
、
県
内

の
経
済
、
雇
用
情
勢
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
総
合
的
な
景
気

対
策
に
全
庁
を
挙
げ
て
取

り
組
む
よ
う
強
く
要
望
を

し
ま
し
た
。

  

観
光
部
関
係
で
は
、
観

光
振
興
対
策
に
つ
い
て
議

論
が
さ
れ
、
県
内
へ
の
観

光
客
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
層
の
取
り
組

み
に
努
め
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

知事に提言内容を説明

今期最初の一般質問（通算１7回目）

　２期目の任期が始まりました。多くの皆様の
ご支援をいただいたことを胆に銘じ、地域の課
題の解決や県政発展のため、政務調査活動に
全力で取り組みます。いっそうのご指導ご鞭撻
をよろしくお願いします。

リニアで知事と懇談 議長に改革推進を申し入れ
委員長報告

委
員
長
席
に
て

引
き
裂
か
れ
た
田
ん
ぼ

倒
壊
し
た
建
物

他
人
事
で
は
な
い

栄
村
の
被
災
状
況

任期の開始に当たって


